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右の図 1で，四角形ＡＢＣＤは 

正方形である。

点Ｐは辺ＢＣ上にある点で， 

頂点Ｂ，頂点Ｃのいずれにも 

一致しない。

点Ｑは辺ＣＤ上にある点で， 

ＣＰ=ＣＱである。

頂点Ａと点Ｐ，点Ｐと点Ｑを 

それぞれ結ぶ。

次の各問に答えよ。

〔問 ₁ 〕　図 1において，+ＢＡＰ= a°とするとき，+ＡＰＱの大きさを表す式を， 

次のア〜エのうちから選び，記号で答えよ。

ア　（ ₉₀- a）度 イ　（ ₄₅- a）度 ウ　（ a+ ₄₅）度 エ　（ a+ ₆₀）度

〔問 ₂ 〕　右の図 2は，図 1において， 

辺ＡＤをＤの方向に 

延ばした直線上にあり 

ＡＤ=ＤＥとなる点をＥ， 

点Ｅと点Ｑを結んだ線分ＥＱを 

Ｑの方向に延ばした直線と 

線分ＡＰとの交点をＲとした 

場合を表している。

次の①，②に答えよ。

①　iＡＢＰ / iＥＤＱ であることを証明せよ。

②　次の の中の「お」「か」「き」に当てはまる数字をそれぞれ答えよ。

図 2において，ＡＢ= ₄ cm，ＢＰ= ₃ cm のとき， 

線分ＥＱの長さと線分ＱＲの長さの比を最も簡単な整数の比で表すと， 

ＥＱ：ＱＲ= おか ： き である。
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